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皆様こんにちは。株式会社酉島製作所代表取締役 CEO の原田耕太郎でございます。本日

はお忙しい中、トリシマの 2024 年度上半期の決算説明にご参集いただきまして、誠にあ

りがとうございます。それでは早速始めさせていただきます。 
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今日の流れは、まずは第 2 四半期累計の決算実績を説明させていただき、それに基づいて

本年度の決算の見通しについて、最後にトピックスという形で進めさせていただきたいと

思います。 
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中間決算のポイントとしましては、受注高は官需、民需、海外すべての区分で増加してお

ります。売上高は子会社の大幅増収により全体としても増加しています。営業利益につい

ては、子会社は増益となりましたが、後からご説明しますように単体で大きく減益とな

り、全体で減益という決算になりました。これに基づいて、2024 年度通期の計画につい

ては、受注、売上については維持するものの、営業利益以下を下方修正させていただいて

おります。受注残については、冒頭にお話ししましたように、受注が好調であるというこ

とで、1,150 億円と過去最高のレベルを維持しております。 
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もう少し詳細な内容、数字についてはこのようになっております。受注高、売上高とも前

年同期比でプラス。営業利益については前年同期で-13 億、経常利益については-21 億。こ

れは 9 月末の為替レートが大幅に円高に入って 142 円ということで、かなりドル建てアセ

ットの為替損が計上されたことで 11 億円の為替差損が出ておりますので、経常利益につ

いては 21 億円、前年度比でマイナスとなっております。中間利益については、5 億円、

前年度比で-8 億円となりました。 
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官需、民需、海外とも受注は好調、売上については官需、民需、海外の中で民需だけ少し

減っておりますが、全体では 10%増となりました。利益についてはこれから詳しくお話し

しようと思っておりますが、製造コストの上昇とか、販管費も増加しております。これは

予定通りですけども、こういうこともあいまって、営業利益が-13 億円減となりました。

経常利益は、先ほど申し上げましたように、8 月以降の急激な円高で為替差損を計上し

て、経常利益としては-2 億円、中間純利益は政策保有の株を順調に売却しておりまして、

その売却益が 10 億円出ておりますので、中間純利益としてはプラス 5 億円となりまし

た。 
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いつものようにこれを単体と海外を中心とした子会社に分けさせていただいております。

まず、右側の子会社を見ていただくと、売上も利益率もそれから最後の営業利益も非常に

大幅に伸びています。ほぼすべての子会社について順調に推移しながら、営業利益につい

ては、前年度比プラス 8 億円ということで順調に推移しました。一方で、単体ですが、売

上は前年度並みを維持していますが、売上総利益は 46 億円ということで-18 億円、昨年よ

り悪くなっております。売上総利益率でちょうど 7 ポイント程度悪くなりました。販売管

理費は 5 億円伸びていますが、これは予定通りという中で、利益が伸びない中、販管費が

伸びたということで、営業利益については-8 億円、昨年比-24 億円となりました。 

ここの左下の四角の中に書いていますように、この売上総利益率が下がったというのがす

べてでございまして、大きな原因についてはコストが上昇しているということと、個別的

な要因になりますけども、風力発電設備を保有しながら売電を行っていましたが、故障が

ありまして、売電収入が昨年比 2 億円ぐらい減っているためです。これについては FIT 固

定価格による買取制度がほぼ来年あたりにすべて終わりますので、ここについては修理し

ないでこのまま置いているため、売電収入だけがマイナスになりました。このように利益

が減る中、販管費は計画通りに進捗したため減益となりました。ここでご説明したいの

は、営業総利益率が去年 24.3%が 17.3%になったというところ、マイナス 7 ポイントにな

ったというところをお話したいと思います。 
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これが単体の売上総利益率だけにフォーカスしたグラフ、過去 5 年間のグラフになりま

す。この赤の折れ線は、左から上期の売上総利益率、そして下期の売上総利益、それから

通期の売上総利益率となっています。ご覧のとおり、トリシマというのは下期偏重型の会

社であります。これは官公需要が多い、あるいはサービスなどについても期末に向かって

部品を出荷していくということで、量的にも下期が多く、6 割から 7 割ぐらいが下期の売

上となります。したがって、売上総利益率は上期が低くて、下期が上がって、通期、その

間に落ち着くという形で推移してまいりました。それが去年の 23 年度につきましては、

上期が 24.3%、下期が 21.3%というふうに、非常に例外的に去年は上期が良かったという

ところです。それに対して、今年度は上期が 17.3%ということで大きく落ち込みました。

過去 3 年を見ると、上期が 19.4%、21.5%、昨年は 24.3%と、そこから見るとかなり悪くな

っております。 

これは、いろんな要因がありますが、一つは受注が非常に順調に推移している中で、去年

はどちらかというと、型番が少ない大型のポンプを効率よく設計し、なるべく社内で加工

して組み立てて売り上げたということで、非常に利益率が高かったのがあります。それに

対し、今年はどちらかというといろいろな種類、多品種で一つ一つは少量になるのです

が、特にエンジニアリング設計のところで非常に手間がかかって納期が短くなる中、お客

様の納期を守るために機械加工を中心に外注振替が非常に増えてしまった。外注に振り替

えるということは、そのまま利益が外部に流出するということで、ここがやはり想定外で
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した。その上に、急に振り替えていますので、想定していた外注費よりも上がってしまっ

た。国内だけでなくて海外の外注もかなり増えたので、ここが重なって利益率が下がって

いるというのが 1 点。 

もう一つは、先ほど言いましたように、去年は少ない種類で売上が大きかったのに対し

て、今年はどちらかというと多品種で少量、それも最初の号機の売上が上期に多かったの

で、例えば 10 台口でやると、最初の 1、2 台のファーストシップメントについては、コス

ト高になる。高い理由というのは、最初の部分に木型費とかそういうコストを計上してい

る。これも経理的には少し見直しは必要になるんですけども、ファーストシップメントの

売上が多かったため、ここも売上高、売上総利益率を下げる要因になりました。これを鑑

みて、下期についてもう一度精査をしましたところ、通常のパターンに戻り、下期は

22.5%、通期では 20.5%という見込みです。 

売上総利益額は、去年の 142 億円に対し、今年上期は 46 億円しかなかったのですが、通

期でいうと 140 億円レベルまで戻る見込みです。利益額としては昨年並みを確保できます

が、どうしても通期で見ると、ここ 2 年、一昨年が 23.1%、去年が 22.6%から見ると、見

込みが 20.5%ですから、2 ポイントから 2.5 ポイント低いと、そういう状態になっていま

す。これについては、下期で回復しきれないということで、みなさまにご迷惑をおかけし

ますが、通期の利益については下方修正をさせていただいたということで、後からお話し

します。 

一方、棒グラフですが、5 年前は売上総利益額が 77 億円だったのが、去年は 142 億円と

いうことで、約倍増をしました。今年も 140 億円レベルは達成できると思っておりますの

で、仕事をたくさん取ってきて利益を上げるという体制になっているのですが、今年は、

想定外というか、予定外の外注振替によって利益を下げてしまったというのが原因になり

ます。 
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次にお見せするのは、ピンクはハイテクポンプ、緑がサービスになりますが、5 年前はほ

ぼ 140 億円ぐらいで、ハイテクポンプとサービスがほぼ同じような金額だったのですが、

ここ 5 年間でハイテクポンプが非常に大きく伸びております。これは決して悪いことでは

なくて、ハイテクポンプが伸びて、それが据え付けられて動き出すことによって、後追い

でサービスが伸びると。サービスも順調に伸びているのですが、今はハイテクポンプの伸

びが大きく、冒頭にお話ししましたように、受注残が 1,150 億までいっています。売上も

900 億近くまで伸びており、ハイテクポンプの売上が今、中期計画よりも早いペースで積

み上がっているということになります。 

これは将来の投資でもあり、サービスが伸びる素地を作っているということで、悪い話で

はないのですが、ハイテクポンプの受注、売上が多くなったことに対して、正直ベースで

言うとエンジニアリングして造る対策が特にこの上半期、遅れたということが問題だと思

っています。これについてはすでに手を打ち始めています。例えばエンジニアリング部門

では、設計の改革プロジェクトを立ち上げて、営業から生産まで一気通貫で効率の良いモ

ノづくりを目指して動き始めています。そもそも溢れた分が外注になってすべて外部流出

するのを抑えるために、機械加工を中心に生産キャパを増やすことを目的に、協力会社と

の協力体制であったり、あるいは機械加工が必要な部分を内部に取り込もうとか、そうい

う話は今鋭意進めています。この下期について、いろんな対策を打てると思っていますの
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で、それについては皆さんに十分お話をしていきたいと思います。また、2024 年の通期

が終わった時点では、十分お話ができるのではないかなと思っています。 

したがって、1 ページに戻りますが、下期については官公需の売上も上がってきますし、

海外のハイテク、国内のハイテクポンプを含めて、セカンドシップメント、サードシップ

メントと、コストが抑えられているものが売り上がってくるので、回復しながら上期のよ

うな利益が下がることがないように頑張っていきたいというのが現状です。 

 

順調に進んでいる分については、次の表にありますように、海外子会社を中心にサービス

網の拡充については止まることなく進めています。ハイテクポンプを増やしながらサービ

スを補足していって、2029 年に向かってサービスを増やしていくというビジネス戦略を

きちっと進めていきたいと、そういうふうに思います。 
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一方で、販管費ですが、販管費は、言い方は悪いのですが、順調に予定どおり増えていま

す。それは人件費でベースアップを行ったり、人財投資を行ったり、あるいは二酸化炭素

を出さない新しい燃料であるアンモニアや水素、あるいは深海での新しい海水淡水化プラ

ントに向けたポンプのプロトタイプを作るとか、そういうことで、研究開発も去年に引き

続き伸びておりますし、サービスの充実に対しても投資を続けているということで、販管

費については予定どおり伸びています。ただ、上期については、売上高が少ないため、販

管費、売上高の販管費率は 23.7%になりましたが、下期については 20.5%を予定してい

て、一応想定内ということで進めています。これが 2024 年度上半期の主な決算のご説明

になります。 
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これに基づきまして今回、通期の決算見通しを修正しました。受注高が 900 億を超える、

売上高も 900 億に近づくということで、受注、売上については若干ですけども上方修正し

しました。これは受注、売上が非常に堅調ということです。 

営業利益については、上期の分を戻すことができずに、通期については営業利益を 73 億 
から 62 億の見通しに引き下げました。経常利益については、今、9 月の円高から少し戻

ったことも加味しながら、為替差損はそれほど大きくならないだろうという見通しで 150
円レベルを想定しながら、63 億円から 55 億円と 8 億円の引き下げ。それに基づいて当期

純利益は 5 億円に引き下げで 48 億になります。 

上期の結果と同じですが、単体と子会社別に見ると、子会社は比較的計画通り順調。単体

については、売上は維持できますが、営業利益は 48 億円に対して 13 億円マイナスの 35
億円の見通しです。繰り返しになりますが、仕事は非常にたくさんある中、いかにこの製

造コストをコントロールして利益を上げていくか。売上総利益率については、外注せずに

内製化したり、エンジニアリングのリードタイムをきちっと管理したりすることで、利益

率が 2 ポイント戻れば、当初計画の 75 億以上は確保できたはずですが、それができなか

ったというのは完全に経営の課題というふうに思っています。 
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これが一過性かということに対しては、手を打ち始めているので効きはじめると思います

が、この春に発表した経営目標、2029 年に向けてトリシマの 110 周年に向けた経営目標

に沿ってお話させていただきます。売上 1,000 億、営業利益 100 億円、営業利益率 10%と

いう新しい計画を出させていただいたのですが、見ていただいたように、成長性について

は十分すでに 900 億の売上レベルになってきているので、1,000 億というところは確保で

きています。一方、営業利益率は、去年の 8.4%から 7%に下がっており、3 ポイント足ら

ないところがまだまだこれからの課題です。 

つまり、今回の生産コストの混乱、生産コストの上昇というのは、一過性というよりはや

はり 2029 年に向けてきちっと対策していく必要がある。先ほど言いました 2 ポイント、3
ポイント製造コストを抑えることによって営業利益率 10%に近づけていく。それからこれ

だけ受注がありますので、これから 3 年後、4 年後、2029 年までに必ずサービスの売上が

上がってきますので、その底上げによって収益性も営業利益率 10%に近づくということに

ついては十分達成可能だと思っています。 

今回については、よく言えば「成長への痛み」という中で問題がクリアになりました。こ

の問題点を下期からきちっと経営的に克服しながら、1,000 億円、営業利益 100 億円とい

う経営目標に向けてもう一度手綱を締めて進んでいきたいと思いますので、今後ともサポ

ート、ご支援をよろしくお願い申し上げます。 
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最後にトピックスですが、トリシマは地球環境、地球問題、地球規模の問題について、ポ

ンプを通して非常に大きな貢献ができる。今年も雨が降りまして、2 週間前はスペインで

雨が降ってたくさんの方が亡くなりましたし、夏過ぎには東南アジアやフィリピン、中国

なんかを中心にものすごく雨が降りました。日本でも残念ながら能登半島で地震の後に大

きな雨が降ったり、異常気象が続いています。したがって、それに対してトリシマとして

は根本的に CO2 を減らす。それから CO2 を出さないために次世代エネルギー向けのポン

プを開発していく。それから現在、雨が降ったり降らなかったり、偏在している水に対し

てポンプの提供を行っていく、あるいは減災につながるようなポンプを行っていく。それ

から、人が減っていく中で、もっとデジタルでメンテナンスを行っていくということを予

定通り進めております。 
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この上半期で動いたことを言いますと、今年の 4 月から 6 月、愛知県の碧南でアンモニア

を石炭に混焼しようという JERA さんの実証実験が終わりまして、そこでトリシマのポン

プを使っていただきながら良好な結果が上がったことで、これは本格的なプロジェクトで

動き始めます。それに対してトリシマは、さらに大型化したポンプの実液アンモニアを使

った試験を今始めておりまして、今年の 12 月から来年の 1 月にかけてインドネシアで皆

さんに見ていただこうということで、これも順調に進んでおります。 
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それから今年上半期の話題としましては、新エネルギーを進めると同時に CO2 の回収も

しなければいけないということで、CO2 を回収する規模がどんどん大きくなっています。

ここで使われるポンプが、当社のポンプ、世界的に非常に競争力のある海水淡水化のポン

プと同じような仕様なんです。そこで CO2 回収の分野に強い三菱重工さんから技術のサ

ポート契約をいただき、三菱重工さんの実績をもとに、当社も世界で CCS のマーケットに

入っていこうということで製品開発およびマーケティングを進めています。これについて

も次回皆さんにお話しするときには、もう少し詳しい話ができるかなと思っています。こ

こも楽しみな分野になります。 
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それから先ほど言いました深海 500 メートルでエネルギーを使わずにもっと淡水をつくっ

ていこうと。特にこれから飲み水、生活用水だけではなくて水素を作るとか、アンモニア

を作るという純水もまずは水を電気分解して水素を作るところから始まります。そういっ

た産業用の海水淡水化のニーズも上がってくるだろうということで、ノルウェーの企業と

進めています。トリシマのポンプを独占的に使っていただく中で、今、新しいポンプの開

発も順調に進んでいます。実際にプロトタイプのポンプができまして、試験も終わりまし

た。今後さらに安全性を高める、信頼性を高めるということで開発を進めてまいります。 
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それから、おかげさまで海水淡水化については世界的な競争力もついておりまして、たま

たまここはアルジェリアの件を含めて日経新聞さんに 10 月に記事にしていただきまし

た。アルジェリアは今まで地下水を使いながら水は十分足りていたのですが、急に雨の量

が減った、あるいは地下水の鉱脈が変わってしまったということで、国を挙げて、今、水

を確保するプロジェクトが進んでいます。今のままでは食料難になる、人間が生活できな

くなる、ということで、去年から大量の受注をいただいています。いろんな種類のポンプ

をいただいているのですが、それが非常に短納期であったため、上半期、若干混乱したと

ころがありました。だいぶ出荷しまして、下期は安定して残りの受注残が売上に変わると

思っています。このように、本当に今、世界的にポンプの需要が伸びているということに

なります。 

 

決算発表とトピックスについて説明をさせていただきました。それでは、皆様にいただい

た質問にこれから回答していきたいと思います。 


